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渡大久保
『トーニオ・クレーガー』はマン文学の入門書であるに違いない． しか
し同時にモニュメントであり，問題作である， と私はこれまで折あるごと
に繰返し述べてきた’ ・ 今回も改めて，その規模の大きさ，綴密さに驚嘆
させられもし，不協和音を聴くことにもなった． 1905年2月18日付兄ハイ
ンリヒ宛の書簡でマンは次のように語っている． 「あの『トーニオ・クレ
ーガー』以来，＜精神＞とく芸術＞という二つの概念はぼくにとってあま
りにも入り混じったものになってしまいました．ぼくは両者を混同してい
たくせに， この作品（『フィオレンツァ｣）では両者を敵対させました．そ
の結果が，精神的な構造を生によって満たそうとする試みの今度の失敗，
ソルネスの落下だったわけです．ぼくは回れ右をして，ブッデンブローク
の素朴さに帰るべきなのです.｣2摘筆の後二年経っても，当の産みの親は
『トーニオ・クレーガー』に起因する問題をかかえこみ四苦八苦してい
た． 『トーニオ・クレーガー』は文字通り作者にとっても問題作であった
のである． この作品が胎内に三年も宿っていたあとの難産であったことを
考慮するならば，なおいっそうその感は深まる3． 大江健三郎の次の文章
は， こうした作家の創作体験の一例と見て差し支えないと思われる． 「妊
娠， 自分のなかに精子をとり込み， 自分のなかにある卵子がそれに応じ
て， 自分の全体が妊娠する．胎児を躰のなかで育てているにはちがいない
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が，むしろ胎児自身にこそ育つ力があって，それはとうてい妊娠している
当人の意思で制御できる力ではない．妊娠している人間を，妊娠されてい
る胎児が，生命の危機におとしいれることもしばしばある.｣4創作の場に
おいても，作品が当の作者を危機におとしいれる， ということが実際に生
起する．
大江健三郎の言説を紹介したのは，外でもない，母胎を危機におとしい
れるという胎児の躍動のイメージは， トーニオの創作活動を象徴的に言い
表わす「白刃の舞」 (Messertanz)と共鳴しあうからである．トーニオの
そのすさまじい体験はもっと強烈なイメージへとつながる． 「完全に創造
者であるためには死んでいなければならない」 （Ⅷ， 292)，さすがのマン
もこれには「ロマンティックな若者の迷妄，若者のポーズ」 （Ⅲ， 104）で
あると注釈をつけているが， とはいえ生の声であることには変わりあるま
い． これこそ芸術の衣を脱ぎ捨てた裸の表白であろう．一口で言うなら，
これこそ自伝的と形容するにふさわしい．それに比べると普通自伝的とみ
なされている叙事的叙述はなんと「精神化」 (Vergeistigung)されてい
ることか．第四章以外は｢体験」がもとになっている， とマンは言うが5，
それをうのみにはできない6． 「ニーチェの教説」は「老檜」だと椰楡し，
｢信じなかった」 (m,110)マン，その彼も「魔術師」であったからであ
る．
一方に気をそらせて他方をなすというのが魔術師の常套手段である．わ
れわれは，それを充分承知の上で惑わされるのが常である．他方を注視し
ていながら「軽妙」な手に魅せられてわれわれの眼は結局一方へと落ちて
行く．そうならないために眼をしっかり据えてかからねばならない．マン
はニーチェを介してワーグナーをより深く細かに熟知したと言うが，ニー
チェについてはその先を語らない．周知のように当時はニーチェの教説が
流行し，だれもが彼から「逃れがたい影響」 （Ⅲ， 88）を受けた． しかし
マンのニーチェ体験はマンの芸術を保守的にさせたという7． その理由は，
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すでにハイネから，ニーチェ受容と同様な影響を受けていたからである，
とマンは言っている．すくなくともニーチェ以前にハイネは「ドイツ人の
あいだでモニュメンタルな現象」 (X,839)であった．たとえばホーフマ
ンスタールは「ドイツで散文を書いているすべての若い人々は，数世代に
亙って， ハイネの散文に頼りきっているようであるが，残念なことであ
る｣8と警告を発したという．ニーチェにしても例外ではない． 彼はこう
言った． 「杼情詩人というものについての最高の概念を私に与えてくれた
のは，ハインリヒ・ハイネである．私は数千年来のあらゆる国々でこれと
同じ甘美で情熱的な音楽を探したが，無駄であった．彼は神のあの悪意を
所有していたが， これが欠けた完全性というものを私は考えることができ
ない．私は人間や種族の価値を，彼らがどれほど必然的に，神をサテュロ
スから切り離せないものとして理解する術を知っているかということで評
価する．そこで，ハイネがドイツ語を駆使する手際はどうだ！ いつかは
こう言われるであろう，断然ハイネとこの私とがドイツ語の第一級の名手
であった－単なるドイツ人がドイツ語で書いた一切のものとは雲泥の差
がある， と.｣9マンが『この人を見よ』(&ce加加0)のこの箇所を読んで
いたか否かはどちらでもいい．ハイネを介してマンを知るという私の視座
がさほど意外ではない， とこの箇所は語っているように思われるから引用
したのである．
ニーチェを介してにしるハイネを介してにしろ，それぞれ魔術師を知る
には両方同じくらい正統な手続きであるかも知れない．ただし私にはハイ
ネを介する方がよりしっくりくる． 自説を詳述する前にいま一度とどまり
たい． たとえば萩原朔太郎の別の一面を萩原葉子が見事に活写したよう
に，マンの子供達がマン自ら語らなかった他の面を教えてはいないか．そ
の中で殊にマン文学と深いつながりを保ち， 「ハイネ通｣'0として知られて
いる末息子ミヒャエルに注目したい．
彼は父の「ほぼ六千ページに亙って繰り拡げられたイデーの世界」を読
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者に伝えんがために『トーマス・マン読本」(DqS7WOW@CzSMZ""一助c"）
なるものを編んだ． それは， 「トーマス・マンの膨大な文芸批評のうちか
ら，彼の人格のポートレートにとって不可欠と思われるものだけ｣'1を読
めるように組んである．むろん目を向けたいのはそこに編まれたマンの文
章ではなく，編者の序文および各章にほどこされた解説の方である． 「お
そらくきっぱりとく拒否＞されるであろうが，それでも，われわれは彼に
近づいていった.」'2編集企図は「拒否」の一語でもって明示されているよ
うなものであるが， このきっぱりとした口調から， 自説に対する確信や父
の術中に陥るまいとした気迫も読みとれるであろう． マンが得意とする
「熟練した自己引用の手法｣'3にも充分注意を払った，とミヒャエルは言
う．それだけに， ミヒャエルの批評眼は信葱性の高いものと思われる．そ
の慧眼は，次のように語る． 「トーマス・マンの世界像は，ごくはやくか
ら形成された． さもなければ， 『ブッデンブローク家の人々』のような本
は， 25才の若者にして創作されることはなかったであろう．ごく若いこ
ろ， トーマス・マンは＜ヨーロッパの作家＞のタイプをハインリヒ・ハイ
ネで初めて知り，そこから彼の理想像を形づくったのであった.｣'4従来の
一般的なマン研究から見れば， ミヒャエルのこの表白は意外な感じを与え
る．にもかかわらず， ミヒャエルは父のハイネ体験を本質的，確定的なも
のとして取り上げる． 「ごく若いころ」がマンの何才頃かは示されていな
い． けれども， ハイネ体験が例の「精神の三連星｣'5やゲーテやレッシン
グに先行すること， これを行間から読みとるのに困るようなことはまずな
い．
ミヒャエルの言うように，マンのハイネ体験が彼にとって根源的であれ
ば，マン文学の奥深いところにハイネ的要素を認めることができるはずで
ある．ただし，マン自身は，意図的と思えるほど，ハイネについてほとん
ど語っていない． けれどもその要素を見出すには， 『トーニオ・クレーガ
ー』という作品自体をハイネというフィルターを通して見るのも一つの方
’
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法である．そうすると今迄暖昧であった問題が，あるいははっきりとした
輪郭を現わすかも知れない．例えば， 『トーニオ・クレーガー』を根底で
支えている理念， これを作者の目とするなら，マンの目とハイネのそれは
著しく似かよってくると思われる'6．
マンによれば， 『トーニオ・クレーガー』は「関連の多い短編小説」で
ある． しかもそれは「精神化」することで成立したという．精神と芸術の
対極に生をおいた作品が「精神化」されているというのだからまことに複
雑である．全編，精神と生の対立はきわだって描かれているために， ライ
トモチーフであるかのような感を受ける． しかし，私の調べではその他に
も対立は数多くあって，それらはライトモチーフとかみあわない場合がし
ばしばである．確かに，芸術家と市民の対立は作品の主な内容となってい
る．では， その内容を盛る表現はどうなのか． 『トーニオ・クレーガー』
は自伝的であっても小説である．創作者の主要関心が内容にあったのか表
現にあったのか， その辺は量りがたいが， ここでは表現に照明をあてた
い．つまり精神化されることで多くの関連をもつに至った小説としての表
現に注目したいのである'7．
ハイネは『ルートヴィヒ・ベルネ覚え書』(L"伽電別''"e.aWDe"ルー
“〃腕）の中で旧約聖書について「内容よりも，ぼくにはその表現がいっ
そう注目される」という．その言葉は木や花や海や星や人間自身のように
「自然の産物」であり， 「これはまさしく神の言葉だ.」他方， 「ホメーロ
スの本では，その描写は芸術の産物だ．素材は聖書と同様に，つねに現実
から取られているが，言わば人間の精神のるつぼのなかで鋳なおされ，詩
的な形象につくりあげられている．われわれが芸術とよぶ精神過程をとお
って素材が純化されているのだ.」'8「精神化」というマンの用語はこれで
説明がつくと思われる． 「シェークスピアの作品のなかに， われわれはし
ばしば，芸術の衣をまとわない生身の真実をみる． しかしそれは，ただ個
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々の刹那にだけおこるのだ． この芸術の天才は，そこではおそらく自分の
無力を感じて，ある瞬間自分の役を自然にまかせ，そのあとでそれだけい
っそう激しい嫉妬をもって造形的表現やドラマの巧みな結合にその手腕を
発揮する.」'9
ハイネは「ヨーロッパの作家」シェークスピアがどのくらい「造形的表
現やドラマの巧みな結合」に熱意をもっていたか伝える．ハイネには，い
かなる作品であろうとその素材は自然あるいは現実からとられたものだと
いう明白な認識があった．それゆえ，彼は内容よりも「表現」に着目し，
旧約聖書にはホメーロスのような「芸術の痕跡すら見られない｣， 「すべて
が全く自然のままだ． これはまさしく神の言葉だ｣20と最上の称賛を贈る．
その一方で，芸術家の役割，才の見せどころを熟知していたハイネは「ド
ラマの巧みな結合」を芸術の天才の力量であると見なした．
「シェークスピアは」とハイネは語り続ける． 「シェークスピアはユダ
ヤ人であると同時にギリシア人だ．あるいはむしろ，唯心主義と芸術との
二つの要素がシェークスピアのなかでよく浸透し合い宥和して，より高度
な全体に発展したのである． このような二つの要素の調和的混合が，おそ
らく全ヨーロッパ文明の課題ではあるまいか.｣2'ハイネが「二つの要素の
調和的混合」に一生を捧げたことは周知の通りである． 「二つの要素」は彼
にとって，ユダヤ人とギリシア人,唯心主義と芸術ばかりでなく，精神化
と肉体運動，道徳と行為，聖書とホメーロス，病気と健康，夢と現実，精
神と物質，思想と感情，原理と情熱，弁舌と行動等々，数えあげるときり
がないほど多い． これらの間に潜む矛盾を，ハイネは「調和的に混合」す
べく努力した．そのために，彼は真のモラルについて語り，愛について語
り，世界について語り，そしてシェークスピアについても語ったのだ．け
だし，主要な矛盾は生と死， 肉体と精神の間にあったに違いない． 「＜ユ
ダヤ人＞とくキリスト教徒＞とは，私にとってはくギリシア人＞に対立す
る全くの類義語である．ギリシア人という名称にしても同様に，私は一定
’
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の国民ではなくて，先天的なまた後天的な精神の方向及び観察法を言い表
わす． これに関係して私は言いたい，すべての人間はユダヤ人かギリシア
人である，すなわち禁欲的，抽象的，精神化の病的性向を有する人間か，
悦楽的，外向的，現実的な人間か，いずれかであると.｣22ハイネにとって
は， このような大きな枠組も考慮されていたのである．
『トーニオ・クレーガー』も，やはり二つの要素の数多い組合せをもっ
ている．ハイネについて長々と紹介したのはそのためであるが，マンは生
に対立するものとして精神と芸術をひとまとめにした．市民と芸術家を対
極においたためであろうか． とにかく， これはハイネの中には見られな
い．先に述べておいたとおり， このことでマンは苦しんでいるではない
か．しかもミヒャエルは次のように述べている． 「19世紀がハイネの＜第三
遺言＞とイブセンの＜第三帝国＞でもって克服したと信じ， 20世紀が，以
前よりもっと鋭く，再び引き裂いた二元論，キリスト教の精神一肉体とい
う二元論は， トーマス・マンの物語作品のテーマ選択にいろいろ形を変え
ながら刻印されている． 『トーニオ・クレーガー』ではく精神＞とく生＞，
く情感的なもの＞とく素朴なもの＞の対極が……｣23．
マンは，精神と芸術を同類とみなした． この混乱によってハイネを介し
て『トーニオ・クレーガー』を見る方向がとざされたわけではない． 「ぼ
くはひそかに自分が古代ギリシア人のつもりでいるのに，聖書によってた
だ存分に慰められたばかりでなく，大いに教化されもした.｣24これはハイ
ネの言葉であるにもかかわらず『トーニオ・クレーガー』を想起させる．
一脈通じるものがある． この作品の内に「混乱」があるにしても，対立す
るものは鮮明である．すなわち， 「調和的に混合」するものが何であるの
か25， これを見きわめねばなるまい．
ハイネは内容よりも「表現」に注目すると言いながら，その実，内容を
語らずにはいられなかった．マンにとってもそれは同じであろう．関連の
ある表現を拾い集めていくと， 自然に「作者の眼」が現われてくるに違い
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’ない． しかし作中に盛られた言葉を整理することは意外と難しい． という
のも，作品中で「本物で誠実な芸術家」 (echterundaufrichtiger
Kiinstler)とはどのようなものかと世に問う一方で，マンは作品自体を
芸術に仕上げているからである．批評はその二つを同時に扱うことは難し
い．そこで，素描を試みたい．そうして，後者について，作品中から語り
かけるところを書きとめよう．
’トーニオはハンスとインゲに恋した． しかし「自分なりに世の中で注目
すべき多くの仕事を成しとげようという意欲と気力を感じ｣， 「自分のいか
なければならない道」 （Ⅷ， 288）に向かう．そして，そこで彼は， 「故郷
の町」を見棄てるとともに「胸いっぱいの廟り」を投げかけ，その一方で
「精神と言葉との力」 （Ⅷ， 289）に全身を捧げて仕えた．その力は「みご
とに仕上げられた作品」となって結実し， 「関係のある人たち」 （Ⅷ， 291）
からもてはやされることにもなった． この道程は， トーニオがどのように
して「徐々に物質から脱却して完全に精神化していったか｣26を物語る．
その極限は「完全に創造者であるためには死んでいなければならない」と
いう考えである．南方， ここは母の国であり，美と芸術の国であって， ト
ーニオの芸術の「より豊かな成熟」 （Ⅷ， 290）をもたらしたけれども，そ
の背後で父の声をかすかに聞くことになる．その父の呼び声はリザヴェー
タとの対話を通じてトーニオの内部にはっきりこだまするようになる．そ
こで，デンマーク行きが決意される． 「私のこの北方好みの傾向はきっと
父から受けついだにちがいありません」(m,306)とリザヴェータに語る．
そしてトーニオは故郷を経由して北へ北へと「最後の，本来の目的地」
(letztesundeigentlichesZiel)に向かう．そこでトーニオは父と同様
に胸に「野花」をつけた娘たちに出合い，幼い日の思い出と同一の光景に
出会うことになる．
こうした簡単な素描から分かるように，母は南国や芸術，それに情熱や
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快楽のシンボルであり，父は北国や魂や自然，それに憂うつや禁欲を暗示
する．つまり， トーニオは生前から定められていた宿命的な路を旅したの
である． トーニオはあらかじめ二つの要素の「混合」としての定めを背負
っている27． 終章で， このことは明らかになる． 「父のことですけれど，
父は北方的な気質の人でした．瞑想的で，徹底的で，清教主義のせいで几
帳面で憂うつになる傾向がありました．母はといえば，母には不確かな異
国の血が流れ，美しく，官能的で，無邪気で，なげやりでいて同時に情熱
にあふれ，どこか衝動的なだらしなさをもっていました． これは全く疑い
もなく異常な可能性と異常な危険性とを宿した一つの混合でありまし
た.」（Ⅷ'337）父と母との結びつき，これがすでに異常な可能性と異常
な危険性を宿した混合であった． しかもその「混合」が可能であったこと
も語られている． 「一族の長である……トーニオの父の母」 （Ⅷ， 289)，
「彼女は享楽好きな社交婦人で，人生に執着していた.」 （Ⅷ， 313）この
祖母のもとでこそ異常な混合が可能であった．注意すべきことは，その祖
母と父は表裏の関係にあったということである．そのため， 「背がたかく，
細心な身じまいをして，瞑想的な青い目をして，いつも野花をボタン穴に
さしていた， トーニオの父」（Ⅷ， 274）は，やはり祖母の享楽と人生の終
りとともに「間もなく」死んだ． この二人の間には， 「キリスト教の精神
一肉体という二元論」が介在していた．享楽好きな社交婦人のもとで禁欲
的なトーニオの父は徐々に精神化していったとみえる． 「瞑想的な青い目」
の父は「異国の血」と手を結ぶことでいっそう「憂うつになる傾向」を深
めたと想像するにかたくない． この三人の間には，おそらく全ヨーロッパ
のあらゆる問題（矛盾と調和）が予定されているのであろう28．「これは全
く疑いもなく異常な可能性と異常な危険性とを宿した混合でありました」
とトーニオが語るのは無理からぬ話なのである．
そして，そこからトーニオは生まれた．彼は父方から，父のものである
「瞑想的で，徹底的で，清教主義のせいで几帳面で憂うつになる傾向」す
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tなわち内面への，魂への傾向を受け継ぐとともに，祖母のものである「享
楽」と「人生」をも身につける．他方，母から承けたものは「官能｣， 「な
げやり｣， 「情熱」そして「ヴァイオリン」などである． これらの継承は生
得的なものであるが， トーニオの成長にはその上に環境の影響もあったに
相違ない．実際，父と母のトーニオに対する態度は全く正反対なものとし
て描かれているからである．
祖母，そして父と母， この三者が作品の大きな枠組，いわば「造形的表
現」である．本物の芸術家はこの三者を「調和的に混合」する役目を担っ
ている． トーニオにとって祖母は「生活」の象徴であり，父は「野花」で
あり，母は「ピアノとマンドリン」である．
物語は14才になったトーニオの「友情」体験に始まる．この第一章こそ
序曲であり，その他の各章とすべての点で響き合うであろう． トーニオと
ハンスとの距離は， トーニオとクレーガー家の代表である老いた祖母との
距離を感じさせる．ハンスは二人でいるときには， トーニオと呼ぶが，他
の友達が仲間に入るとそれを恥ずかしがって「クレーガー」と呼ぶ．それ
に， トーニオがハンスを愛した理由は，父が母を愛した理由と全く同じで
ある．第一に「美しい」から，第二に「すべての点で全く正反対に思われ
た」（Ⅷ,275）からである．「異国ふうの外貌」をもった少年トーニオの内
面は父のと同類である． したがって， トーニオの愛は， 「ゆっくりとした，
心からの，献身的で苦しみながらの憂うつなやり方」となった． 「けれど
も，その憂うつは，彼の異国ふうの外貌から期待されうるどんな激しい情
熱よりもいっそう深く， いっそう身をやくような憂うつなのであった.」
(Ⅷ， 276）ハンスからトーニオは「苦しみ」と「幸福」とを受けた．また
トーニオは「自分自身のことや自分と人生との関係」（Ⅷ， 275）を「洞察」
し， 「そのような洞察を底の底まで感じとり，徹底的に考えぬく」‐(Ⅶ，
274）気質であった．それは「辛い」ことであったが，彼に「満足」をも
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与えた．
こうして少年トーニオは外部との接触によって洞察と認識を高め， 「弁
舌の才」 (GewandtheitdesMundes)をはぐくむ．なぜならもともと
「内部生活」 (inneresLeben)というものをもっていて，それが外部と
触れ合うからである．それは言葉と物との一致であり表現を意味する．少
年トーニオが「この仕事」に喜びを感じたのはもっともなことである． し
かも人間的なものに参加しながら獲得したのである．
他方， トーニオの「内部生活」はどうであったであろうか．噴水， くる
みの木，ヴァイオリン，バルト海， 「それらがトーニオの愛したもの」で
あった． 「トーニオがヴァイオリンを手にして（彼はヴァイオリンを弾い
たから）部屋の中を歩きまわりながら，およそ出しうるかぎりのやわらか
い音色を，下の庭にあるくるみの老木の小枝の下で踊るように立ち上って
くる噴水のびちゃびちゃという音の中へ鳴り響かせるとき｣， それは「心
理的洞察力」 (psychologischeHellsicht)の獲得と「全く同じ満足を彼
に与えた.」 （Ⅷ， 274）階上からヴァイオリンの響きでもって，下の噴水
のぴちゃぴちゃという音を迎え容れようとする「混合」のイメージは「ピ
アノとマンドリン」と「野花」の混合に奇妙に重なり， トーニオの「満
足」が何んであるかが知らされるであろう． それは「魂の快楽」(Lust
derSeele)と言えるのではないであろうか．
14才のトーニオはすでに外部生活（市民）とのかかわりの中で「ぼくは
あらゆる点で特殊なんだ」 （Ⅷ， 279）と自覚する．孤独の影はいよいよ増
していく．が， ともかく三者とのつながりは保たれ，それによってトーニ
オの心は生きていた．第一章の終りは次のように閉じられる． 「当時，彼
の心は生きていた．心の中には憧れと憂うつな羨望と少しばかりの軽蔑と
欠けるところのない清らかな至福とがあった.」 （Ⅷ， 281）
16才になったトーニオは金髪のインゲに熱中する．恋が心の平静を乱し
胸中を旋律でいっぱいにすることを知りながら，人間として豊かに生き生
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きとしていることに憧れた． トーニオはインゲヘの愛を通じていっそう認
識を深める．幸福と愛について． しかし同時に自分の中に「すばらしく軽
快で憂うつな力」 （Ⅷ， 287）が湧きあがるのを感じ，また，自分と同じ外
貌をもつマグダレーナとの出合いによって， 自分の領域を予知することに
もなった． 「世の中で注目すべき多くの仕事を成しとげようという意欲と
気力を感じたので｣， 「インゲのためなら死んでもいい」 （Ⅷ， 288）ほどの
「強烈」な愛の炎は報われぬまま，時がたち，いつしか消えてしまった．
またトーニオの中で「憂うつな力｣，すなわち「北方芸術｣29が成育する一
方で， 祖母が亡くなり， それから間もなく父が亡くなると 「三百年来」
(Ⅷ， 311）の「クレーガー家の広大な邸宅は，この家の由緒ある歴史とと
もに売りに出された.」彼の母は，一年後，音楽家と再婚して，一緒に遠
い国へ行ってしまった． こうして， トーニオを故郷に「つなぎとめていた
かすがいやきずな」 （Ⅷ， 289）はすべて消え去った．自分の「憂うつな
力」を， 「南国の太陽」によっていっそう豊かに成熟させようと期待して，
南国で暮らしたのは宿命でもあったであろう． 「もしも表現の楽しみが私
たちを元気溌刺とさせておかなかったとしたら，魂の知識だけではきっと
憂うつにならざるをえないであろう， とトーニオは言うのが常だったから
である.」（Ⅷ， 290）しかし「生きている人間としては無と見なして， た
だ創造者としてだけ関心をもってもらいたいと望む」（Ⅷ， 291）トーニオ
は， 「支えるものもなく」， 「肉の冒険」 （Ⅷ， 290）におちこみ，「氷のよう
に冷たい精神性と焼き尽くすような官能の炎との間をあちらこちらに振り
まわされ，良心に責められながら精根の尽きはてるような生活をした.」
(m,290f.)トーニオは「何事にも無関心」な土地で魂の「良心」に苦
しめられたのである．けれども，健康の衰えとともに芸術は成熟し，やが
て， 「南方と北方とが混じり合っているこの響き｣,「この市民の名前」（Ⅷ，
291）は優れた芸術のシンボルとなった．
こうして苦痛にみちた13年をトーニオは完全な創造者として暮らした
I
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が，彼カミ次に何を求めてどこへ旅するのか，それは，やはり宿命的であら
ざるをえなかった．それは「本物の芸術家」を求める，つまり人間性の恢
復を求める， 自然や魂，海や良心との宥和を求める北への旅であるに違い
ないのである．芸術家として大きく成長した市民トーニオが故郷の町をせ
せこましく感じたのはもっともなことであるし，荒れくるう「海」に感激
し，冷たい水しぶきが顔にかかっても，それを愛撫と感じたのもしかりで
ある． トーニオは人為的な世界から自然の「生命」に還ったのである．そ
れによってトーニオの内部で冷えきった三つのもの「人生」と「感情」と
「故郷」 （Ⅷ， 336）とｶﾐ生き生きと息を吹きかえしたであろう．
「三百年来」の古い，町中でいちばん豪署な邸宅をかまえる， クレーガ
ー家は市民社会を代表する名家であったが，徐々に崩れかけて，祖母の死
を機縁にして没落した．長寿を保った享楽好きの社交婦人である祖母， ピ
アノとマンドリンを弾く髪の美しい人である母，いくらか寂しげで瞑想的
でボタン穴に野の花をさした父， この三者の中間で生を受け，三階建ての
大きな邸の中二階の奥まった第三番目の部屋で成長したトーニオ．以上が
この作品の造形的な枠組であった．であれば， トーニオがそれぞれの領域
● ●
に引きつけられたのも無理からぬことである． 「その中間にとても永い間
彼をひきとめていた」 （Ⅷ， 289傍点筆者）ものが崩壊したあと，「支える
ものもなく」肉の冒険に落ち込んだというのもうなずける． トーニオが
｢芸術の中にまぎれこんだ市民，育ちのよさへの郷愁をもったボヘミアン，
やましい良心を抱く芸術家だった」 ことも．終章でリザヴェータに， 「平
凡であることの喜びに対する憧れほど，甘く味わいがいのある憧れはない
と思っているくらいに，それほど深く，それほど生まれつきの，運命的な
芸術家精神というものがあるのだ」 （Ⅷ， 337）と語るトーニオの心中もよ
く分かる．第四章でリザヴェータを相手にしての芸術家批判の中で， 「本
物で誠実な芸術家」が「寂しげ」と形容されるのも，やはり，そこには人
1
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間的に貧しい芸術家と早逝した父が象徴的に重なり合っていたからではな
いであろうか．父もまた寂しげであったからである．
マンはこの作品で， こうした造形的な枠組を中軸にして，主人公の内外
の体験を織り込み，枠組自体を非常に入り混じったものに仕上げた， と思
われる．なぜなら数多くの文章が繰り返し表われ，それらｶﾐ同じようであ
って，どの一つとして同一の表現ではないからである．それらの一つ一つ
に気付き， もとの固い形を発見するのは決して生やさしいことではない．
おそらくこの作品はもっと未知のものを宿しているであろう． しかし，そ
の全容を解明するべく可能なあらゆる方向を試み追求するならば，やがて
は白日のものとなるであろう．
なお補足を試みるなら， ここにある対をなすものは多種多様であって目
を瞠るばかりである．精神と人生，闇と光，死と生，芸術家と市民，常春
と自然の春，鋭い感覚と鈍い感覚，病気と健康，夢と現実，表現と行動，
無と実りなど． しかし周知の通り， これらの対立は作中ですっきりと二分
されているわけではない．例えば， 「病気」と 「健康」は「芸術家」 と
「市民」を形容するが， その一方で「憂うつ」と「朗らか」に移調する
と，それは「父」と「母」に結びつくという具合に30.また病的な芸術家
は一切の真理に対して｢鼻から出るわずかな息でふんと答える」（Ⅷ， 301）
というイメージは「本来の目的地」で会った魚商人の動作と結びつくので
ある． 「どうやらひどい便秘症のうえに卒中の気味があるらしい． という
のは，短くふうふうと息をして，時々指輪をはめた人さし指をあげては片
方の鼻の穴をふさぎ， もう一方から強くふんとやってやっと息を通そうと
したからである.」 （Ⅷ， 324）しかしこれについてこれ以上の関連を見つ
けるのは難しい． もう一つ「常春」と「自然の春」を挙げてみる．春の
「純粋な自然性と勝ちほこる若々しさ」（Ⅷ， 295）は，ハンスやインゲの
形姿と重なり， 「海は踊っていた」 （Ⅷ， 321）にも「いい気晴し」 （Ⅷ，
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327）にも響き合い，野花をつけた娘たち，そして父のボタン穴につけら
れた野花にも，またトーニオの作家仲間アーダベルトにとって春は「妙な
具合に血がむずむずする」 （Ⅷ， 294）ものであり，それはトーニオの「本
来の目的地」での「この暗闇に立って明るいところで踊る人たちを誰にも
気づかれずにのぞき見るという，泥棒じみた楽しみに皮層がむずむずし
た」 (W,329f.)という体験にだぶっている．これに対して，常春は「芸
術の空気」のことであり，各章に関連を求めることは難しい．
対立するものは， このように網の目のように織り成されていて，そのつ
なぎ目から先は四方に散って，幾重にも重なり響き合うのであろう． これ
らのすべてを追求し整理したわけではないので不明な点も残るが， イメー
ジがどのように関わり合うかということは先に挙げた例で充分だと思われ
る． 「関連」について， ここではっきり言えるのは，芸術家の形姿につい
てだけである．
トーニオの形姿はこうである． 「トーニオの丸い毛皮帽子の下には，褐
色でまったく南国風の彫りのふかい顔から，厚ぼつたいまぶたをした黒っ
ぽいかすかな陰りのある目が，夢みるように，また幾分おずおずと覗いて
いた……彼の口顎は並はずれてやさしい形をしていた.」 （Ⅷ， 272）マグ
ダレーナやリザヴェータがトーニオと同一タイプであるのは自明であるの
で省略するが，あのダンスの先生， クナーク氏が奇妙にトーニオと結びつ
く．少年トーニオの目には， クナーク氏は「自分の美しさに対してものう
い幸福感をたたえ｣， 「王者らしく歩く」 （Ⅷ， 283）褐色の目をした「不可
解な猿」である． 「けれども， あの朗らかなインゲが度々うっとりしたよ
うな微笑をうかべながらクナーク氏の動きを目で追っているのがトーニオ
にはよく見えた.」 （Ⅷ， 284）これは馬の早撮り写真に熱中しているハン
スを思い出させる． この馬の形姿とクナ－ク氏の形姿はきわめて類似して
いることで，彼らがトーニオと三角関係にあることが読まれる． ところが
もう一方の舞台裏がトーニオの将来を予感させるのである． クナーク氏は
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女性の旋舞を踊ったトーニオに対して「クレーガーお嬢さん」 （Ⅷ， 285）
と呼び，黄色い絹のハンカチでおどして元の位置に追いかえした． この時
みんな笑ったのにクナーク氏の同僚， ピアニストのハインツェルマン氏だ
けは「しらけた事務的な表情で，続けて弾きはじめる合図」 （Ⅷ， 286）を
待っていたのである． このクナーク氏とハインツェルマン氏との関係は文
士仲間がどういうものかを示す最初の布石であろう．そして，芸術家とな
ったトーニオは，やはり，読者からの「賞賛をくそまじめにうけとって，
偉い人の真似をする猿のような顔つきまでする」 （Ⅷ， 296）と言うのであ
る． このように賞賛をあびた時の顔つきの類似はその背後に影を落とすの
である．その上，肉体で美を表現する人から「お嬢さん」と呼ばれるトー
ニオは， やがてリザヴェータに向って「一体，芸術家は男なのでしょう
か．それはく女＞に聞くべきですね！私たち芸術家はみんな，どうやらあ
の去勢されたカトリックの歌手たちの運命を多少なりとも分かち合ってい
るように私には思えます……私たちはまことに感動的に美しく歌います」
(m,296f.)と語ることになるのである．肉体的であろうと精神的であろ
うと，美に仕えるものの運命は，美しい声で歌うにすぎないあのカトリッ
クの歌手の運命と同類ではなかろうか， というわけでついには重なってし
まうのである．むろん，そうはなるまいとするのが本物の芸術家トーニオ
の方向であった． トーニオはある俳優を引き合いに出して次のように語り
かける． 「私はある天才的な俳優を知っていますが，人間としては病的なほ
どの内気と移り気に苦しんでいました． この男の敏感すぎる自意識が，役
割りや演ずべき使命のないことと重なってそうなってしまったのですね，
完全な芸術家であっても人間としては貧しいのですから･･･…」（Ⅷ， 297）
完全な芸術家にも「役割り｣， 「演ずべき使命」が要るというのである． ト
ーニオにとっての役割り，演ずべき使命は「市民への愛」である． このこ
とは贄言を要しないであろう31．
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「マンは自伝風の諸著作の中で『トーニオ・クレーガー』について象徴
的，音楽的などと形容した． これはマン特有のあいまいな語り口（あくま
で読者にとって）といった感がしないでもないが，その一端は先の補足で
具体的になったと思われる．マンはシュトルムを批評するさいに，やはり
彼特有のやり方で， トーニオの父親の形姿は「精神化された船乗りの顔」
(Ⅸ， 247）をもつシュトルムと「苦悩の優雅さ」（Ⅸ， 248）をもつツルゲ
ーネフとの融合によって生起したと言い及び， これは『トーニオ・クレー
ガー』が「文化的に二重の血統」 （Ⅸ， 247）をもつことを願ったからだと
言う．北国に， シュトルムとツルゲーネフの形姿を想い浮かべていたとマ
ンは言うのである．主人公には， 「北方芸術」と 「南方芸術」とを合わせ
もつ上に，市民的モラルと対立調和するという詩人の形姿が意図されてい
たのである．
ニーチェとの関連から， シュトルムとの関連から，そしてついにはハイ
ネとの関連からようやくつむぎ出したものを，マンがこうもあっさり語っ
ていようとは読書の難しさを痛感せずにはいられない．事はあまりも単純
であった． 『トーニオ・クレーガー』を何度読んでも，母親が芸術を具現
し父親が市民を代表するかのような印象を受ける．が，いずれも市民社会
の一員であることにはかわりなく， トーニオとて市民の一員であった．け
だし，鏡にうつった詩人トーニオの顔は精神化された市民の顔であった．
トーニオの苦しみは市民精神（誠実，良心）の責めであった． これらの造
形的な枠組が熟練した引用の手法によって象徴化もしくは音楽化されてい
るために不定の教養と協和し，不透明になっただけである．
こうして，あまりにも当り前のことが重要視されるためにはどうしても
ハイネの介入が不可欠であったということ， これは今にして思えば批評の
逆説的体験というものであるのかも知れない．
｜
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テキスト
ThomasMann,Ges""@"zg"eW′γ舵'”〃g吃g加助"〃"，FrankfurtamMain
(S.FischerVerlag)1974.(本文及び注における括弧内の数字は，引用したテキス
トの巻数と頁数を表わす.）
注
1 私の「トーニオ・クレーガー試論」はこれで四つを数えるが， これまでの考察の
経過を簡単に述べておきたい．作品研究は他に頼らずしてその一箇でもって解釈
すべし， との意見もあるが，私の場合従来の定説に対するアンチテーゼであり，
すぐさま作品解釈に入ることは困難であった． まず定説の矛盾，すなわちマンの
ニーチェ体験は「条件付」のそれであることを指摘し，その定説に対して，ニー
チェを体験する以前にマンがハイネから芸術的教化を充分受けていたという新た
な観点を導入する（その1)．次にマンのハイネ受容が『トーニオ・クレーガー』
でどれほど確かめられるか， それをハイネの著作と比較しながら調べる（その
2)．そしてマンがハイネについて述べた数少ない言説を頼りにし，マンとハイ
ネの関係をさらに詳しく吟味するという手順を踏まねばならなかった（その3)．
むろんこのようにくっきりと区分されて説明されているわけではないけれども，
ほぼこの線に沿って追求されているはずである．
UIrichDietzel(Hg.),TWo"@@sM"""･Z池伽γjc〃M""〃B池畑gc"se/Z900-
Z949,BerlinundWeimarl965;3.Aufl.1977,S.42.
「メモ帳」や「略伝』等によれば『トーニオ・クレーガー』は1899年の秋に構想
され， 1903年の2月，『新ドイツ展望』で発表された．
大江健三郎『小説の方法』1978年岩波書店27ページ
例えば「略伝』中に見られる(Vgl.XI,115).
この点については，拙論「試論その2」（『独逸文学』関西大学独逸文学会編第
22号1978年74-99ページ）で具体的に論及しているので参職煩いたい．
マンのニーチェ体験については，拙論「試論その1」（『千里山文学論集』関西大
学大学院文学研究科院生協議会編第17号1977年29-47ページ）で述べた．
HugovonHofmannstahl,Unw'jSsggj"es"e"2"ﾉり"γ"α施沈"s・In:Gesa沈沈g"e
W珍γ舵伽圀"gg""sgとzbe",Hg.vonHerbertSteiner,FrankfurtamMain
1951,Prosall,S.300.
FriedrichNietzsche,Ecce加加o.In:Mg/zsc"eWどγ舵,Hg.vonGiorgio
ColliundMazzinoMontinari,Berlinl972,Abt、6,Bd、3,S、284.
Vgl.VolkmarHansen,"offf@sM"""sHe"e-"z"伽".In:Hg"@g-Sy"("""，
Hg.vonManfredWindfuhr,Hamburgl975,S、222.
MichaelMann(Hg.),DfzsTWOf"@sM上z""-B"c".風"g"""gBibg""""
如馳必srggzJg"畑e",FrankfurtamMainl965,S、15f.
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IIbid.,S.9.
Ibid.,S、16.
Ibid.,S.14.
マンとショーペンハウアー， ワーグナー，ニーチェ，いわゆる「精神の三連星」
との関連，及びそれについての従来の定説に対する私見を拙論「試論その3」
(『千里山文学論集』関西大学大学院文学研究科院生協議会編第18号1977年
33-49ページ）で述べた．
マンの身内以外でハイネ受容を指摘している人として， 『トーマス･マンのハイ
ネ受容』の著者フオルクマル・ハンゼンやクラウス。シュレーターがあげられ
る．
vgl・WalterJens,D"R"eroγ剛o"@QsMtz"".In:I/b" "sc"eγ肋 ,
Miinchenl969,S.129-150．イェンスは，マンの散文について「関連という言
葉こそその解読の鍵である」と言い， 「多面的な読書」 (Jens,a.a.O.,S.146)
を通じて「関連の網の目」 (Jens,a.a.O.,S.147)を解きほぐす必要を説く．
HeinrichHeine,Lzjdi"酒別γ"g.EIWDg"たSc〃腕･In:He"esW'γ舵伽
〃〃＆7""",BerlinundWeimar(Aufbau-Verlag)1976,Bd.5,S.213.
Ibid.,S、214.
Ibid.,S.213.
Ibid.,S.214.
Ibid.,S.182f.
M・Mann,a.a.O.,S.55.
Heine,a.a.O.,S.206.
この問題を考える場合，マン自身の言葉「批評的創造精神」 (kritischesSch6p-
fertum)は重要な手掛かりとなる．この言葉は『トーニオ･クレーガー』ばか
りかマン文学全体を包括するように思える．マンの経歴は，彼が詩人から，批評
家，そして小説家へと変貌した軌跡を伝えている．その彼が目指す「第三帝国」
は， 「芸術的に表現すれば感覚性と批評性との総合」 (X,598)であった．そして
マンは「詩人とは総合そのものである」 (XI,564)と考える． あくまでも「詩
人」たらんとした小説家マンは批評の役割を重視した．彼は「ドイツ人のあいだ
でよくおこなわれている詩人と作家との区別を好まない」 (XI,130)と言う．彼
は，詩と小説を批評によって結合し， その上に創造の翼をひろげた．肌評的」
生命力はマン文学の地下に脈々と流れる河である．実際， 「詩人」 トーニオ・ク
レーガーは憾覚性と批評性｣をかねてそなえる創造者として理悪化されている．
Heine,a・a.O．,S、207.
光を背に薄明りの中に立つ少年トーニオはブラインドのおりた窓の前に立って内
面を見ている． トーニオの内面への旅は南へ下ることでいっそう深まり，ぎりぎ
りの所まで行き着く．やがて名声を得たトーニオは北方へ旅立つ．その旅は光に
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向かうものであって，北国へ上るにしたがって陽射は弱まり，徐々にトーニオは
光と融和していく． このように，光の明暗との関係によって描き出されていくト
ーニオの姿は，対立する二つの要素がトーニオの内で次第に調和していくことを
物語っている．
28この点に関しては， 「自伝的構図」と 「ヨーロッパ的構図」との対比のもとに
「試論その1」で考察した．
29これと対に「南方芸術」という言葉も用いる．単に「北国」と「南国」の対比で
は，父から市民の血を，母から芸術の血を受けついだとする解釈に陥りやすいの
で「北方芸術」と「南方芸術」という言葉を用いた● これらは「情感的なもの」
と「素朴なもの」 (X,359),あるいは「批評性」と 「感覚性」等を意味してい
る．
30 トーニオの父も母も市民の一員であるとともに「北方芸術」と「南方芸術」とを
それぞれ象徴している．
31 この問題については拙論「試論その1」で述べた．
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Versuch über Thomas Manns 
Tonio Kröger ( 4 ) 
Wataru Okubo 
Über Tonio Kröger referiere ich mit dieser Arbeit schon 
viermal. Man mag mich dafür tadeln, zu viel Raum für so ein 
kleines Werk in Anspruch zu nehmen. Jedoch treten immer 
noch so viele unerklärliche Probleme auf. Noch jetzt erscheint 
mir nicht eine feste zusammenfaßbare Figur. Nur ein Teil davon 
ist mir erklärlich. Ich bin nicht sicher, wie weit mein Versuch 
das Werk auslegen kann. 
Ich habe bisher behauptet, daß Tonio Kröger ein einleitendes 
und noch dazu monumental-fragmentarisches Werk in der Tho-
mas Mann-Dichtung ist. Das würde hier wieder natürlich den 
grundsätzlichen Gesichtspunkt meines Versuches unterstützen. 
Meine Behauptung steht im Kontrast zu den allgemeinen 
Ansichten, die eher die autobiographischen Seiten von Th. Mann 
beachten. Obwohl die Erzählung Tonio Kröger eine schwere 
Geburt gehabt hat, wird sie „ein typisches Jugendwerk" genannt, 
das „immer noch von jungen Leuten geliebt wird". Darauf gebe 
ich acht. Auch Th. Mann selbst hält das Werk für einen 
„Roman als Ideenarchitektur". Wenn man die anscheinend 
geringen Beschreibungen ausführlich erörtert, so merkt man, daß 
sie ganz sorgfältig ausgearbeitet sind. Wie Th. Mann selbst 
äußert, hat er die Erzählung in Anlehnung an Erlebnisse ge-
schrieben. Dennoch ist sie so vergeistigt, daß man seine Äußerung 
blindlings nicht übernehmen kann. Das ist nämlich so : in der 
Erzählung gibt es viele Ideen, die in der Denkwelt des Autors 
miteinander verknüpft sind. Auch seine epische Beschreibung 
spielt bei seinem Werk eine Rolle, als ob sie ein Schleier dieser 
Ideen sei. Daher wollte ich die Beschreibungen auf die Idee 
_zurückführen und betrachten, wie diese Beschreibungen mitein-
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ander im Zusammenhang stehen. 
Von Jugend auf ist Th. Mann sich bewußt gewesen, daß der 
Künstler „ein repräsentatives Dasein führt". Und es ist kein 
Wunder, daß er in seinen Werken mit Tonio Krö'ger die Existenz 
des Künstlers in die des Königs und des Fürsten transponiert. 
Wie rettet der Künstler sich, wenn er sich dem starken Schein-
werferlicht aussetzt? Das scheint mir eine wesentliche Aufgabe 
des jungen Thomas Mann gewesen zu sein. Nun fand er das 
Mittel, ein unsichtbares „Geheimarchiv" zu haben. Th. Mann 
spricht zwar so viel von dem apollinischen Goethe und dem den 
Nachthimmel färbenden „Dreigestirn", aber er gesteht nicht so 
leicht den Inhalt des „Geheimarchivs". Ich suchte diesmal bei 
Michael Mann um den Schlüssel an, es aufzuschließen. Es gibt 
viele Beispiele, daß die Blutsverwandten in andere Seiten Licht 
bringen, von denen der Betreffende selbst nicht redete. Wie 
geht es mit Th. Mann ? Solche Forschung von Th. Mann ist noch 
unzureichend. Besonders steht sein jüngster Sohn Michael im 
intimen Zusammenhang mit der Thomas Mann-Dichtung. Michael 
Mann macht eine beachtenswerte Andeutung, daß Heine in dem 
„Geheimarchiv" versteckt ist. Demnach gewinnt es noch mehr 
an Bedeutung, Tonio Kröger mit Heines Werken zu vergleichen. 
In konkretem Sinn könnten folgende Punkte geprüft werden: 
(1) Ich behandle vor allem die Idee der „harmonischen Vermi-
schung" in Heines Ludwig Bö'rne. Eine Denkschrift. 
(2) Ich richte das Augenmerk darauf, daß diese Idee Tonio 
Kröger vornehmlich bildet und ordne danach das Werk. 
(3) Wenn hierauf die Wechselbeziehung der Beschreibungen 
des Werks erörtert wird, soll seine wesentliche Struktur in 
Sicht kommen. 
(4) Nun erweist es sich, daß eine europäische Struktur und 
eine autobiographische Struktur ineinander verschlungen 
sind. Da die Sache so weit fortgeschritten ist, müßte die 
von dem Autor idealisierte Künstler-Figur, also Tonio 
Krögers wahre Absicht ablesbar sein. 
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